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４０－６０才女性のステロール類及びリン脂質の１日摂取量

広島女子大学食物栄養学科　石永正隆

目的：今日、生体成分である多種多様な脂質がそれぞれ生理機能に重要な役割を果たして
いることが明らかになってきた。と同時にこれらの脂質は食事として摂取する脂質によっ
て影響を受け、疾病に関わってくる。本研究では摂取する脂質のうちで、コレステロール
植物ステロールおよびリン脂質について、これらの１日摂取量を4 0－6 0才の女性を対
象として求めた。

方法＊：採取期間は19 9 2－1993年の１
女性から、１日に飲食した全てのものをほぼ限
Bligh ＆Dyer法によった。粗脂質は更に水でぷ
チルシリル化後ガスクロマトグラフにて分析し
レシチンは薄層クロマトグラフにて分離した。

結果：コレステロー
００ｍｇで月別に差
約1 5 Omgであっ
としては1 2 Omg

間で。２ヶ月で1 2名の４ ０－６０才の
量提供して頂いた。粗脂質の抽出は
･した。ステロール類は常法に従いトリメ
。リン脂質はシリカSep Pakで分画し、

個人よるばらつきが大きいが、各月の平均が2 5 0－3

また、植物ステロールも月別に有意な差はなく、平均は

ン脂質の摂取量は月別に差はなく平均2. 5g （リン量
りン脂質のうちレシチンは平均５０－６０％を占めてい

ステロール摂取量の間には相関性はなかったが、リン脂
　ａ　　凰　　●　　●..a.-.-　.　　・

こしc ra､i 乙u m gノ　C∂）つ/こo　')ノ日員リフりし／ンフ‾ノ
た。コレステロール摂取量と植物ステロール摂取量の間に

質摂取量との間には相関性はなかった。個々人の各脂質の

り、栄養指導にあたっては十分な注意が必要であろう。

　　　＊: 石永ら、栄食誌4 4：4 3 7 （19 9 1）
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には大きなバラツキがあ

拘束ストレス負荷がラットに及ぼす影響について

　　　武蔵野女大短大　○中野愛美　栗原文男

目的　ストレスは元来、物理的刺激・圧力などにより生ずる“ひずみ”の事で、本
来ヒトはこのひずみを元に戻す機能をもっ｡ている。従って、適度のストレスはヒト
の生活にメリハリを生じ、むしろ好ましいことである。しかし、近代社会では日常
生活において、間断なくストレスが加わる生活が常である。そこでラットを用い、
ストレス負荷が生体に及ぼす影響について実験を試みた。
方法　ウィスター系雄ラット1 0週令のものを用い、基本粉末飼料にパーム油1 0
％、コレステロールＯ、5％添加群、およびＯ、1%添加群を実験に供し、４週間飼

育した。この間４回、夜間1 2時間金網による拘東を実施した。コントロールは同
様飼料で拘束を負荷しない群、および固形基本飼料群とした。
結果　ストレス負荷群の胃粘膜の潰瘍、胸腺・牌臓の縮小、血中カテコールアミン
の上昇など、ストレス刺激として妥当であることを確認した。
血清脂質の変動はストレス刺激の反復により、コントロール群に比べ、トリグリセ
ライドが上昇した。また、動脈硬化症を示唆するトロンボキサンB 2の増加と６ケ
トプロスタグランティンFiアルファの減少傾向が見られた。以上から明らかにス
トレス反復負荷により、動脈硬化症が発症されたと思われる。
実験に供したラットの組織所見によると、大動脈では中脈の組成が粗になっており、
膠原線維に置換された可能性が見られた。また、心臓筋肉の所見では、HE染色の
みであるがカルシウムの沈着の可能性のある所見が散見された。

132


